
ノロウイルス（細菌類を含むバイオ災害時）

除染マニュアル

病院・テナントビル・各自治体・消防機関向け発生時の除染方法

株式会社タムラテコ
社外秘資料 当書類の取り扱い注意

2021年5月1日改訂 P3 ノロウイルスの不活化ページ削除
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はじめに
当マニュアルは、ノロウイルスなど細菌・ウイルス類による集団感染が
発生した場合の対処方法をマニュアル化し、当社製品を使用した除染方法を公開します。

ノロウイルスとは？集団感染とは？

ノロウイルス（Norovirus）は、非細菌性急性胃腸炎を引き起こすウイルスの一属である。
カキなどの貝類の摂食による食中毒の原因になるほか、感染したヒトの糞便や吐瀉物、あるいは
それらが乾燥したものから出る塵埃を介して経口感染する。
ノロウイルス属による集団感染は世界各地の学校や養護施設などで散発的に発生している。

症状

主な症状は、嘔吐・下痢・発熱で、症状には個人差があるが、主な症状は突発的な激しい吐き気や
嘔吐、下痢、腹痛、悪寒、38℃程度の発熱で、嘔吐の数時間前から胃に膨満感やもたれを感じる場合もある

感染経路

基本的には経口による感染が主ですが、食中毒事例のうち、約7割は原因食品が特定できていないようです。
感染力が強く、乾燥に強いため、接触や飛沫、空気感染による二次感染も容易に起こるといわれています。
症状が消失した患者がその後1週間程度、長い場合は1ヵ月にわたって便中にウイルスが排泄されることが
知られており、二次感染に注意が必要です。

経口感染
・生や十分に加熱していないウイルスに汚染された食品（カキなどの二枚貝が代表的原因食品）
・調理した人の手指や調理器具を介して汚染された非加熱食品（サラダ、サンドイッチなど）
・汚染された水や氷による（液体が汚染されると集団感染は大規模になりやすい）

接触感染（接触した手指を介し口から入る場合）
・感染した人の便や吐物に触れた手指を介する
・感染した人の手指や感染した人が触れた衣服、器具等への接触による

飛沫感染
・患者の便や吐物が飛び散り、その飛沫を吸い込む
・便や吐物を不用意に始末したときに発生した飛沫を吸い込む

空気感染
・患者の便や吐物の処理が不十分なため、それらが乾燥して飛沫よりもさらに細かい粒子となって空気中を漂い
経口感染する
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ノロウイルスの集団感染を防ぐために

感染者が使用した食器類などは洗浄・除菌を徹底する（もしくは破棄する）

感染者が使用した部屋・トイレの汚物（嘔吐・排泄物）などを取り除き
その箇所を除菌洗浄し、かつ、その室内・トイレ内の空間除菌を行う

感染者と同じ部屋・トイレや食器類は使用禁止にする

感染者周辺の人は、可能な限り除菌を行う

アルコール殺菌が不可能なノロウイルスに対しては市販の同殺菌スプレーは
除菌効果がありません。

ではどのように感染者とその使用備品・空間・他の人たちを
除菌するでしょうのか？

人がノロウイルスの発生を完全に防ぐことはできません。
毎年、学校などで集団発生するノロウイルスの集団感染に対して
発生した場合の基本的な拡散防止策は以下の通りです

医療用・家庭用を問わず、アルコール系除菌薬は効きません
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空間・衣類などの除菌には

※空間内全域、衣類や機械など水で洗浄できないものに

空間内のノロウイルスに対しては、直接噴霧できる除菌ガスが
有効ですが、塩素ガスを発生させる事は有毒であり、現実的ではありません。

そこで、タムラテコ製のオゾンガス発生機を使用することで
安全に、迅速に空間内の除菌を行うことができます。

オゾンガスによるノロウイルス除菌データ
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器具・汚物を床面などの除菌には

※器具、食器類、嘔吐物や手洗いに

食器などの器具、二次感染源ともなる嘔吐物などの汚物には
次亜塩素酸除菌液を用いますが、濃度の管理や人への肌荒れ・発がん性
など、困難な内容が多く存在します。

タムラテコ製のオゾン水生成機は、安全で除菌性能に優れた
オゾン水を水だけで作ることができます。

オゾン水によるノロウイルス除菌データ
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オゾンについて
１８４０年にクリスチャン・シェンバインによって発見されたオゾンは、酸素分子と酸素原子が結合して
１分子 を作っている気体(Ｏ２+Ｏ=Ｏ３)です。
フッ素に次いで酸化力が強く、塩素に比べて約６～７倍の殺菌力を持ち、脱臭力、漂白力、藻類の
不活性化、農薬分解作用、有機物の除去等、さらに２次的効果で鮮度保持や害虫忌避の様々な
有益効果を持っています。

自然由来で原料不要
酸素と家庭用電源で作られるオゾンは原料が不要です
備蓄や使用期限が定められた薬品と違い、非常に手軽です。

残留性が無く、後処理も不要
強力な酸化力で除菌・消臭に分解反応後は酸素に戻りますので、残留性は
全くありません。もちろん後処理も不要です

安全性
どの物質もそうですが、無制限な濃度や量では真水ですら人体には有害です。
オゾンも長く人体には有害とされてきましたが、１日８時間、１週間で
４０時間働く場合の環境基準として０．１ｐｐｍ以下と定められており、
そのような超高濃度環境は、業務用の
大型高機能製品で実現できる濃度であり、弊社製品は安全にコントロール
されています。
オゾン水なども直接飲んでも安全であり、うがいや手洗いなどに活用されています。

以上のメリットから、2012年度から全国の消防本部における
新型インフルエンザなどによるパンデミック対策を
オゾンで行うと決定し、弊社製品が全国240の消防本部に導入
されています。

オゾンの特徴
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ノロウイルス除染方法 1

オゾン（ガス・水）を活用した唯一の除染方法

タムラテコ特許技術 CT濃度による除菌など、数々の特許によって
ｼｽﾃﾑ化された安全な方法です

1-1 用意するもの

感染防止衣
合羽（雨具）でも可能

手袋

サージカルマスク

ゴーグル

ゴム長靴

1-2 汚染されていない機密性の高い空間を確保

車両 室内 テント

オゾンガスマスク
（人の除染をガスで行う場合）
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ノロウイルス除染方法 2

1-3 1-1の準備装備を着用し、現場に向かう

1-4 エルくりんでオゾン水を生成し、オゾン濃度を確認する
オゾン水濃度計

DoMo

エルくりん

ポータブル
オゾン水濃度計

YO-ZON

DoMoを
使用しない場合

※ユニバーサルオゾン水生成手洗い器【O・KI・TE】で
オゾン水を現場生成することも可能

・給排水タンク内蔵で水道設備も不要
・バッテリー内蔵でコンセント不要
・エルくりんビルトインで高濃度オゾン水生成
・キャリー付で移動も簡単

ここで使用する弊社機材

1.0ppm

詳しくは弊社カタログをご覧ください
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ノロウイルス除染方法 3
1-5 ノロウイルスが発生した（もしくは嘔吐などがあった）現場

ここで使用する弊社機材

業務用乾湿両用
バキュームクリーナー

汚物・嘔吐物を業務用乾湿両用バキュームクリーナーで
汚物を直接吸引し、除去する（当クリーナーは後に除菌）
モップや雑巾、ワイパーなどは広範囲に菌を拡散してしまい
除菌が不確実の場合、それが二次感染源となってしまう
また、汚物に人間が直接触れないようにする。

クリーナー内も
オゾン水で除菌される

エルくりんからの
ホースが届く場合は
このように直接散布する

1-6 1-4で生成したオゾン水を容器に入れ、汚物へ塗布する
続いて塗布したオゾン水をクリーナーで吸引する（2回実行）

（2回繰り返します）
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ノロウイルス除染方法 4

2-1 空間の除菌をBT-088、BT-088Tオゾンガスで行う

ここで使用する弊社機材

室内を密閉（場所により、目張りなどを使用）し、気密性を高めた
空間でオゾンガス発生機による設定値をCT値60にセットし
スタートする

CT値セット＆スタート

CTチェックシートを準備

CT値によるオゾン除菌可視化はタムラテコによる特許ｼｽﾃﾑです

BT-088/BT-088T

99.9％除菌できます

記録用

CT値60に
セット

人は退出しますが、オゾンガスマスクで
同時に除染することも可能です
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10㎥ ＝ 10～15分
20㎥ ＝ 20～25分
30㎥ ＝ 30～35分）

ノロウイルス除染方法 5

2-2 CT値72までオゾンガスを室内に充満させます

ここで使用する弊社機材

2-3 オゾンチェックシートの記録

オゾンチェックシートによる適切な濃度と時間の関連が
証明されます（念のため、写真を撮影）

作業目安

BT-088/BT-088ｔ（オラくりん/オラくりんターボ）は
CT計が計測でき、設定CT値まで自動運転します。
オゾンマスクを持っている方は、そのまま室内で
自身の同時除菌も行うことが可能です。
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ノロウイルス除染方法 5

1-7 トイレなどの水洗可能な箇所では

ここで使用する弊社機材

トイレや外部周りなど、直接水道設備や排水設備がある場所では
エルくりんからのオゾン水を付近に散布する
モップや雑巾、ワイパーなどは広範囲に菌を拡散してしまい
除菌が不確実の場合、それが二次感染源となってしまう
また、汚物に人間が直接触れないようにする。

クリーナーも
同時に除染する
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ノロウイルス除染方法 7

2-3 感染者の器具・食器やこの作業で使用した物を
オゾンガス・オゾン水で除菌する

ここで使用する弊社機材

2-4 防護服などは廃棄

約10秒オゾン水で
洗うだけで99.9％
不活化します。

防護服はオゾンガスで除菌されますが、マスクや手袋などは廃棄します。
手洗いとうがいを忘れずに行いましょう

作業にて使用した備品。器具などは、1-2で準備した場所にて
CT値60で除菌する。また、食器など水洗可能なものは
オゾン水で洗浄除菌する
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ノロウイルス除染方法 8

3-1 車両内の除菌

ここで使用する弊社機材

バス・電車などが汚染場所の場合は、オゾンガス発生機を
持ち込み、CT値72で再設定しながら除菌を行います。

約10秒オゾン水で
洗うだけで99.9％
不活化します。

この作業でノロウイルスは99.9％除菌されています
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